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戦闘による人的被害・物的損耗の状況
露軍：死者約19.8万人（ゼレンスキー大統領24年12月8日）

：死者約20万人、負傷者約40万人（WSJ24年9月17日）
：死傷者約90万人（英国防省25年3月20日）

「ウ」軍：死者4.3万人（ゼレンスキー大統領24年12月8日）
：死者約8万人、負傷者約40万人（WSJ24年9月17日）

「ウ」市民：死者12,654人以上、負傷者2万9,392人以上（UN25年2月21日）
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イワノフランキウスク• ゼレンスキー大統領は、18日のトランプ大統領との会談でプーチン大統領が
エネルギー施設への攻撃停止を命じた後に、露が150機の無人機で、エネル
ギー施設を含め「ウ」への攻撃を実施と言及。露大統領府報道官は、プーチ
ン大統領の命令は直ちに実行され、ちょうど戦闘態勢にあった7機の無人機
が露軍により撃ち落とされた旨主張（3月19日）

• 露国防省は、「ウ」軍が25日以降、クリミアや露ブリャンスク州やクルスク州の
エネルギー施設に、無人機による攻撃を実施したと主張（3月25日、26日）。そ
れに対して「ウ」軍参謀本部は、「ウ」が合意に違反しているような露国防省発
表は事実無根であるとと主張（3月27日）

• 露国防省は、「ウ」軍の米製の高機動ロケット砲システム（HIMARS）による攻
撃で、クルスク州「スジャ」ガス測定所が破壊されたと主張。また、大統領報
道官は、「ウ」政権がこのモラトリアムを遵守しない場合、露にも遵守しない権
利があると発言。「ウ」偽情報対策センター長は、露が自らの管理下にない同
測定所を攻撃と主張。また、「ウ」軍も露の偽情報であるとした上で、露がヘ
ルソンとポルタヴァのエネルギー施設を攻撃と主張（3月28日）
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• 韓国メディアは、韓国軍合同参謀本部によれば、北朝鮮が今年1月から2月の
間に、追加で3千人以上の兵士を派遣したと報道（3月27日）

• 英国防省は、3月時点で、露クルスク州での戦闘により北朝鮮兵5，000人以上
が死傷し、その3分の1は戦死している可能性が極めて高いと指摘（3月28日）

• 「ウ」メディアは、露軍の進軍がこの数か月大幅に鈍化し、25年3月の露占領
地域の増加は24年6月以来、最低水準となっている。これは、冬という条件、
「ウ」無人機部隊の活躍及び露攻撃戦力の一時的な消耗によるものと報道
（4月1日）

• 露国防省は、3月28日にドネツク州スリブネ、29日に同州パンテレイモニウカ、
30日に同州ザポリッジャ、を解放したと発表

スジャ

• 23日から25日まで、リヤドにおいて米「ウ」、米露間で協議が実施。米ホワイトハ
ウスは、米「ウ」が①黒海における航行の安全確保・攻撃の停止、②露「ウ」間の
エネルギー施設の攻撃禁止に関する合意の実現に向けた措置の策定に合意と
発表。米露についても①②で合意のほか、米は、③露による国際農業品・肥料
市場へのアクセスの回復、海上保険コストの低減、欧米の湾港へのアクセス及
び取引の決済システムへのアクセス向上を支援と表明（3月25日）

• 露大統領府は、上記①③について、自国が挙げた対露金融制裁・貿易制裁の解
除後に発効すると発表（3月25日）

• 米メディアは、トランプ大統領は、露が停戦成立の障害となっていると認識した場
合は、露産の全石油に二次関税を課すつもりである旨発言と報道（3月30日）

➢ 露軍は、クルスク州及びウクライナ東部・南部地域において攻勢やウクライナ全土に対するミサイル・無人機攻撃を
継続。また、ウクライナ軍も露領内への攻撃を継続している模様。

（2025年4月7日時点）


